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中世パリ大学における学位制度と教育の課程
──十三・四世紀神学部の〈baccalarius〉及び〈magister〉を中心として──
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La régularisation du système des grades et les programmes de cours à la Faculté 

de Théologie de l’Université de Paris aux XIIIe et XIV e siècles

Masahiro MATSUURA

Résumé

Cette étude a pour objet d’analyser le processus de la création du système des grades à la Faculté 
de l’Université de Paris à partir du début du XIIIe siècle.　Ce système ainsi que l’organisation 
détaillée des examens se précisèrent au cours du XIIIe siècle.　Les universités octroyaient des 
grades qui garantissaient la capacité de leurs titulaires à enseigner.　À partir de la création du 
système des grades, les conditions requises pour obtenir les grades de baccalarius, de licentia et de 
magisterium (ou doctor), ont été stipulées: limites d’âge inférieure, durée des études, programmes 
des cours etc.
Des recherches ont déjà été menées sur la formation et la développement de ce système par les 
règles d’examen.　Le processus de la formation de ce système, cependant, reste encore mal connu.　
Les règles ne concernent que le procédé de l’examen et non le contenu.　Il reste beaucoup de 
questions sur les examens, notamment la façon dont les candidats étaient supposés lire les textes 
désignés pour l’examen et le rôle que jouaient les disputes (disputatio).　Nous nous demandons ici 
quel était l’impact réel des règles trouvées dans les statuts et dans quelle mesure étaient-elles 
appliquées?
En nous fondant sur notes de l’année universitaire 1392–1393 de Richard Basoches, étudiant en 

théologie, concernant Sentence de Pierre Lombard, nous mettons au clair non seulement la formation 
du système des grades selon les points suivants,
(1) Techniques et méthodes de l’enseignement (lectio et disputatio)
(2) Distribution des cours
(3) Méthodes de travail des étudiants et leurs reportations
mais aussi l’influence de la politique universitaire des papes d’Avignon sur le développement du 
système des grades.



Ⅰ．は　じ　め　に

　今日，欧米でユニヴァーシティと呼ばれるものは必ず学位授与権を有しているし，学位を出

さない高等教育機関はユニヴァーシティとは呼ばれない。ところで，この学位ないし学位制度

は中世大学により創り出された「制度」として今日の大学にまで伝えられているものの一つで

ある１）。ボローニャ大学と並んで中世大学の典型であるパリ大学においては，その草創期の十

三世紀初頭に教皇特使ロベール・ド・クールソン（Robert de Courçon, １１６０頃～１２１９）が制定

した最初の規約（１２１５年）にすでに学位取得に必要とされる修学年限や聴講すべき講義科目等

が明記されていることから考えても，いかに学位ならびに学位取得に至る教育の課程が重視さ

れていたかが窺い知れよう２）。

　学位は本来教授能力の認定という性格をもって出発したが，やがてそうした性格を喪失し，

能力の証明書とみなされるようになり社会移動の一手段になった。中世後期の社会は新しい時

代状況の中で新しい能力・知識を身につけた人たちを積極的に求めるようになる，その需要に

応じたのが大学で新たな「知」を身につけた＝学位を取得した人たちであった。ここに大学と

社会を結びつける紐帯としての「学位」が誕生する。

　一般的に，大学の学位の体系と試験の詳細は，十三世紀の間に明確化したといわれる３）。こ

れまで中世大学の学位制度に関する研究には豊かな蓄積があるが，それらは大学の規約に深い

信頼をおいて創りあげられたいわば制度の理想型であり，それらが実際に運用されたという保

証はない。規約は可能性のある濫用を抑制し，防ぐために起草されたものであるといわれる時，

そのことは容易に理解できよう。従って，学位制度を真に歴史的に把握するためには，単に規

約等に基づいた制度的側面からだけではなく実態的側面から明らかにする必要性がある４）。中

世大学に蝟集した学生がめざしたものが学位といわれる時，その学位取得に至る仕組みである

教育の課程，内容及びその学業の結果の可否を判断する試験の実態的側面からの研究は不可欠

と考える。

　本稿は，この観点に立って十三・四世紀中世パリ大学神学部における学位取得の実態を明ら

かにし，あわせて「一定の課程を修了した学生が試験を受け，修学と学力を認定する」学位制

度のがどのような過程を経て成立するのか，またその成立に如何なる影響関係があったのかに

ついて考察しようとするものである４）。
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Ⅱ．神学部における学位の階梯

（1）　学位の出現と勉学の課程

　すでに述べたように，１２１５年教皇特使ロベール・ド・クールソンは「パリの教師と学生の大

学」に規約を賦与した。これはパリ大学最初の公的規約といわれるものである。彼はその中で，

神学の修学のあり方について「何人も三十五歳になるまで，また少なくとも八年間勉学をした

のでなければ，また熱心に書物について，しかも教場で講義を聴いたのでなければ，また公に

自ら講義を行う前に五年間神学の講義に出席したのでなければ，パリで講義をなしてはならな

い。」と規定している５）。その後，こうした勉学の諸段階は十四世紀第２四半期までにより整え

られていった。いま，十三・四世紀における神学の勉学の課程について概観すると以下のよう

中世パリ大学における学位制度と教育の課程 17

パリ大学神学部の「学位」の階梯と試験制度
～十三・四世紀パリ大学神学部規約より～

試　　　　験学　位　名　称
主　な　活　動

勉学期間・
年 数

　　　　　　aulica/resumpta 　

inceptio

vesperiae 

licentia は，一年おきに授与。
試験：二年毎に行われた＝「聖年」の１１
月１日前後（学科試験なし）。

magister（doctor）

licentiatus 

baccalarius formatus
（上級バカラリウス）

アウリカ，ヴェスペリアエ，ソルボニカ，
規定討論，通常の討論，年一回の説教，

コラッツィオに参加義務

３年～

４年

tentativa（temptativa）「試問」

試験
　26 －７歳になっていること。規定された
講義への十分な出席証明（schedulae, 
cedula）を持って学部教授団の前に出頭し，
第一コースを願い出る。四人の教授による
試験の後合格すれば，学部長によりバカラ
リウスになることを承認された。

baccalarius sententiarii
（命題集バカラリウス）

「命題集」四巻について講義
９か月

baccalarius biblicus（ordinarius）
（聖書正講義バカラリウス）

cursor
（聖書速修バカラリウス）
第一コース，第二コース

２年～

３年

auditor（audiens）「聴講生」
「聖書」と「命題集」について学ぶ。
二年間「命題集」の講義に出席
四年間「聖書」の講義に出席

５年～

７年

２１歳 学芸学部のマギステル

【資料－１】



になるであろう６）。

　学芸学部のマギステル位を取得した者は最初の５～７年間は単なる聴講者（auditor）として

聖書と命題集の講義を聴講する。その修学期間をおえると二十五歳以上に達していることを条

件に，規定された講義への十分な出席の証明書（cedula, schedula）を持参，学部教授団の前に

出頭し，第一コース（primus cursus）を願い出る，そのとき四人の教授による試験が行なわれ，

合格すれば学部長により正式に第一コースを講ずることを許された。すなわち，「聖書正講義

バカラリウス」（biblicus ordinarius）または「聖書速修バカラリウス（クルソル）」（cursor）と

なったのである。彼は，プリンシピウム（principium）という公的な行事を行うことによって

バカラリウスとしての活動に入り，一年間聖書のある巻の速読を続ける。次年度，第二コース

として聖書の他の巻を同じく速読する。

　修学の第９年目になると，バカラリウスは「試問（tentativa）」と呼ばれる討論会で応答しな

ければならなかった。その演習の結果が認められると「命題集」の正式の講読を許された。こ

の結果，「命題集バカラリウス」（sententiairus）となると二年間，十四世紀中葉より一年間 

（＝九ヶ月）になるが，『命題集』を講ずる。この「命題集バカラリウス」の講義期間の短縮に

関しては，托鉢修道会士たちの上級聖品への叙任年齢との関連性も指摘されている７）。

　『命題集』の講読が終了すると「上級バカラリウス」（baccalarius formatus）の段階に入る。彼

らは３～４年間引き続きパリに在住し，公開討論会─ヴェスペリアエ，ソルボニカ等─や議論

に参加するとともに説教を行い，宗教行事等にも参加しなければならなかった。

　最終段階として，教授免許（licentia）と「受け入れ式」（inceptio）がくる。教授免許は三十

五歳に達し，道徳性において問題がなく嫡出子であれば，また教育活動が適切であればパリ司

教のカンケラリウスの召集した，パリ在住の現任及び非現任の学部の全マギステルによって作

成されたリストに基づき学位を授与された。教授免許の授与は二年毎（「聖年」），諸聖人の祝

日（１１月１日）に司教館において授与された。その後，マギステル位取得のための二日間にわ

たる公開討論会（ヴェスペリアエ／アウリカ，レスンプタ）＝「受け入れ式」を経て，一人前の

マギステルになる。

　このように神学のマギステル位を取得する場合，計１４年から１６年という長い修学期間を費や

すことになった。

（2）　三種類の大学人とバカラリウス

　学位の階梯から考えてみると，中世の大学には三種類の大学人がいたことになろう。すなわ

ち，「学ぶ者」としての学生，｛学びつつ教える者」としてのバカラリウス，それに「教える者」

としてのマギステルである。
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　中世末期，学位はその初期の「教育者としての適正を保証するもの」から実社会での経歴を

保証するものとして，その機能を変質させるが，その本質は教師が自分たちの後継者を養成し，

教師としての資格を認定しようとするものに他ならなかった。すなわち，教職的学位をその基

本的性格と持っていたと考えられる８）。それは大学が教育機関であり，かつ教師のギルドであ

るところに依っている。このように学位の基本的性格をとらえるならば，一人前の教師（マギ

ステル）になるための修練の諸段階こそ学位の重要な側面を示しているといえよう。

　先ず，バカラリウスについては，その言葉の初出は，１２３１年の教皇グレゴリウス九世が発し

た教書「諸学の父」においてである。大学のマグナカルタと呼ばれるこの教書において神学の

バカラリウスの役割が次のように記されている。「バカラリスたちのだれがどの時間にどの主

題について講義すべきかということ…」 ９）。その後，１２４５年の学芸学部規約においてバカラリウ

ス試験についての規定がみられる。語彙の出現は，それ以前に実態の存在が前提にあることを

考える時，このバカラリスはすでに１２２０年代にパリ大学において存在していたと考えられる１０）。

　バカラリウスという言葉の意味は「未だ教授免許は持たないが教授の指導の下で講義を行う

上級の学生」１１）であるとされる。従って，先に述べたように基本的には学生である。しかし，

教える者でもある。では，教師であるマギステルとどのような点において異なるのか。教師（マ

ギステル，ドクトル，ドミヌス─学部によりその呼び方は異なる─）は正講義や特殊講義（正

講義と特殊講義の差違は，基本的には開講がなされる時間帯によっていた。）を行うことがで

きた。また講義を行うことにより，学生から授業料を集めることができるとともに，公的給与

を得ることを公認された者でもある。それに対してバカラリウスは，当初，正講義はできず，

したがって金銭的報酬を受ける資格を持たない者であった。ただ，教場として使う場所代とい

うかたちで金銭を徴収することはできた。

（3）　バカラリウス学位と試験あるいは教育の階梯

　先に述べたように神学部には，以下三段階のバカラリス位があった。すなわち，聖書を速く

講読することを認められた「クルソル」（cursores）あるいは「聖書正講義バカラリウス」 

（baccalarii biblici），聖書とともに神学部の主要テキストの一つ『命題集』を講読することを許

された「命題集バカラリウス」，そして大学の重要な教育形態である討論等に参加し，「説教」

を行い，大学の公的行事に係わる「上級バカラリウス」である。以上の三つのバカラリウスの

段階は，十三世紀末あるいは十四世紀初頭には完成していたと考えられている。

　マギステルやドクトルの学位が最終試験によって与えられたのに対し，バカラリウス学位は

あくまで教職社会において中間身分であるがゆえにその最終試験に至るいわば「中間試験」に

よる学位であった。したがって，マギステル，ドクトルのような明確な試験による学位取得と
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いうより，長い期間の修学の積み重ねによって上記の各段階が承認されたというのが実態にそっ

ていると思われる。教育の課程とバカラリウスの各段階が緊密に係わりあっているということ

である。その修学の積み重ねをみる場合，神学教育のプログラムを明らかにしている資料は限

られている。十三世紀の初頭，十四世紀初頭，十四世紀の最後の四半世紀のそれしか手がかり

は残されていない。

Ⅲ．教育の課程と学位の取得

（1）　教育の技法

　神学部の教師に与えられた職責は「講義」（legere），「討論」（disputare），「説教」（praedi-

care）することであった。これらは，神学部における教育の方法として重要な要素となってい

たが，歴史的経過のなかでどのように変化していったのか，また如何なる状況において，教育

の技法として精緻化されていったのかについては未だ明確にされているとは言い難い。従って，

ここでは，大学の教育の方法として基本的な技法であった「講義」（lectio）と「討論」（dispu-

tatio）を概観しておきたい１２）。

ⅰ）講義（lectio）

　主たる教育の方法としては「講義」（lectio）と「討論」（disputatio）があげられる。前者は，

教父の注解や時代の権威書によって聖書について明らかにする聖書の注解の道具の役割を果た

した。講師の資格により二種類に分かれる。すなわち，正講義と特殊講義あるいは速修講義。

教授の注解は基本的に三部からなっている：divisio textus ─テキストの区分及び下位区分の分

析─，expositio─真の注解─，explicatio textus あるいは dubia circa litteram─本文の諸問題

についての説明，解説，解釈─。バカラリウスによって為されるテキストの講読は速修（lectio 

cursoria）と呼ばれ，学生たちに本文の語彙，構造，区分，直接的意味を説明することであっ

た。

ⅱ）討論（disputatio）

　いま一つ，大学の教育の展開にとって重要な方法が，「討論」（disputatio）及び「問い」（ques-

tio）という形式であった。十二世紀の後半に disputatioは lectioから分かれる。やがて，dis-

putatioは形式を整え十三世紀において disputatio in scholisあるいは私的討論─教師の教場で

行われ彼の学生のみが参加した─と disputatio ordinaria あるいは公的（正規）討論─教師の主

宰による演習であるが，彼の同僚の学生たちにも開かれていた─に分かれていった。討論は一

般に二つの段階で展開された。教師がテーマすなわち問いを選ぶ。そして，神学バカラリウス

に反論者（opponens）と応答者（respondens）の役割を割り当てる。先ず，提出されたテーマ
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について賛否の議論を教師が提示する，それに対し応答者が暫定的な解決をなし，反論者が反

対意見を述べる。応答者がそれに応答する。反論者はさらに他の議論をもって反論する。そし

て，応答者がこれらの反対意見に反論を加えて終わる。第二段階の討論は，教師が先の討論会

において出された議論を検討して最終的な解答を与える。この教育の一形態である「討論」は

この時期単に演習というだけでなく学生の試験という性格を持つようになった。

ⅲ）　説教（sermones）

　大学の説教は，毎日曜日に行われただけでなく，全学部の祝日，神学部の祝日等になされた。

大学団のメンバーは説教に出席することは義務であった。というのも，彼らは原則的に全員聖

職者と見なされていたからである。主に，日曜日の説教はドミニコ会の修道院で，週日の説教

はフランシスコ会の修道院において行われたが，それ以外の教会においてももちろんなされて

いた。

　神学教育全体の仕上げがこの説教であり講話（collatio）であった。いま，説教の技法につい

て論ずる時，大学の説教と大学外の説教とに区別して論じる必要がある。以下大学の説教の技

法について簡潔に述べておこう。

　大学の説教は，聴衆を教え，説き勧めることとともに，教育をすることが目的であるので，

以下の特徴がみられる。すなわち，ラテン語の使用，説明の学問性，聖書への精通，入念な技

巧があげられている。また，説教のテーマは，聖書あるいはその日の典礼からとられ，通常，

序論・展開・結びから構成され，聖母マリアへの祈願をもって閉じる。説教者は，聖書あるい

は教父の権威書に依拠した。説教の際，選ばれたテキストの説明として，語義的説明，またテ

キストの解釈としては，歴史的，寓意的，比喩的，神秘的それに依拠するだけでなく，象徴法

あるいは寓意の使用が支配的位置を占めている。

　マギステルにとって説教は，職責に由来する義務の一つであったが，説教の職務への準備教

育という点から考える時，その対象者はバカラリウスということになろう。聖書聖講義バカラ

リウス，命題集バカラリウス，上級バカラリウス，特に上級バカラリウスは，リセンシアを得

る前に，一年に一度，大学団の前で説教及びコラッツィオ（講話）を行わなければならなかっ

た。マギステルやバカラリスウによってなされたコラッツィオとは，夕刻に行われる説教のこ

とであり，そこで取りあげられるテーマは，午前中の説教と同様であるが，短く簡潔なもので

ある点において，午前中の説教と異なる。

（2）　神学マギステルおよび「命題集」バカラリスによる教育

　パリ大学神学部に学んだ学生たちの講義録が数点残されている。それらを手がかりに，当時

の神学部の教育のあり様─それは他の学部の教育のありさまを垣間見させてくれるものでもあ

中世パリ大学における学位制度と教育の課程 21



るが─を明らかにしよう。

ⅰ）リシャール（Richardus de Basochies）の講義録にみる神学部教育の一断面

　命題集バカラリウスの教育のあり様を，１３９２－１３９３学年度に神学の学生として命題集バカラ

リウスであったピエール・プラウスト（Petrus Plaoust）の講義を聴講したリシャールの講義

ノートに依拠しがら見てみよう。その際，以下の観点からとらえてみたい１３）。

①　神学教育の実際─講義及びその配分─

②　学生の勉学の方法及びノートの記録としての「報告」（reportatio）について

③　教授者と学生の子弟関係について

①　神学部の教育の実際

　「命題集バカラリウス」が「上級バカラリウス」の段階に進む場合，一学年度（この時期は

九ヶ月が一学年）に「命題集」の全四巻の注解をおえなければならなかった。一般に，大学年

度は聖十字架の称賛の祝日（９月１９日）に開始され，翌年の６月３０日をもって終了する。

　今，講義録に記載された「命題集」の講義日程についてみると，第一巻は１０月１１日から２月

２３日，第二巻は１２月３０日から翌年３月２６日，第三巻は３月２７日から５月１７日，そして，第四巻

は５月２０日からの開始となっている。これらの日程とは別個にプリンキピア（prinpicia）と呼

ばれる公開講義が各講義に先立って行われている。

　リシャールが出席した授業回数は，１３２回（病気や学位試験受験申請のために欠席した回数

を含めると，１４０回近く授業があったことになる）。命題集バカラリウスの規約に忠実な講義ぶ

りもさることながら，学生たちの授業出席への熱心さにも驚かされる。この熱心さは，両者に

とって学位取得と講義聴講が関連性を持っていたことがあったことは言うまでもない。既に述

べたように，この講義録の当該者であるリシャールは，講義を聴講したことを証明する授業聴

講の証拠，ケデュラ（cedula）─バカラリススが記した─を有していないとバカラリウスの最

初の段階に進むことを認められなかった（巻末【資料－２】参照）。

　②　学生の勉学の方法と「報告」（reportatio）の技法

　③　教授者と学生との関係

　リシャールは，命題集バカラリウスであるピエールの講義をその時教養諸科のマギステルで

あったジョフロワ（Gaufridus Lestencher，１３９７年に神学のリケンティアートゥスになる。）と

ともに聴講している。ピエールの下で，単なる学生であったのは２名であった。かれらの「命

題集」の教授者であるピエール（Petrus Plaoust）は，彼の師ヨハネス（Johannes Luqueti，

１３８８年５月２日神学のリケンティアートゥス）の指導の下で「命題集」の教授活動に専念して
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いたので，リシャールとジョフロワは神学マギステルであるヨハネスの下，すなわちヨハネス

の教場で行われていたピエールの講筵に連なっていたということになる。ピエールの講義は好

評で４０年来匹敵する者のないほど多くの聴講者を集めたと，リシャールは記している。

　こうした教授組織，教師と学生の関係が学位取得状況に重要な役割を果たすことになると考

えられるが，こうした視点から学位制度について論じられてはこなかった。ただし，皆無であっ

たわけではない。P.グロリューは，パリ大学学芸学部におけるこの教師と学生の関係の重要性

について次のように指摘している。「各学生は彼を教場に受け入れてくれる，また，彼につい

て責任を負ってくれる教師を有していなければならない。特に，彼と同じ出身地，つまり，同

じナシオの誰かを選んだ。だがこのことは義務ではなかった。教師の評判から費用まで極めて

多様な選択の理由があったが，希望する人に自由につくことができた」 １４）と。

　学位の取得における教師－生徒関係（子弟関係）の重要性を指摘した田中は，学芸学部にお

けるこの関係を分析する視点として，以下の３つを指摘している。

　第一に，教場において相互の間にうち立てられた関係を知ること。この点に関しては，特に

選ばれた講義を明らかにする必要がある。

　第二に，日常生活において確立された関係を知るとともに，パリにおいて学生がいかなる教

師の個人的指導の下で講義を聴いたのかを明確にすること。

　第三に，様々な学位を取得するに際し，教師と学生の間に存在した関係を明確にする必要が

あるであろう１５）。

　学位取得の過程は，上記のごとくまさに勉学の課程・方法と密接に結びついていた。この点

については，後日稿を改めて詳細に論じる予定である。

【註】

 １）横尾壮英『大学の誕生と変貌　─ヨーロッパ大学史断章─』東信堂，１９９９年，２５頁。
 ２）　H. Denifle et E. Chatelain,（eds.） , Charturarium Universitatis Parisiensis （以下 C. U. P.と略記） , 

Bruxelles, １９６４, t. I, no. ２０, p. ７８–８０.
・L. Thorndike, University Records and Life in the Middles Ages, New York, １９７１（rep.） , pp. ２７–３０.
　資料―１を参照のこと。

 ３）　田中峰雄『知の運動　─十二世紀ルネサンスから大学へ─』ミネルヴァ書房，１９９５年，３６５－３６６頁。
 ４）　田中峰雄，前掲書，３６５頁。
 ５）　C. U. P., t. I, no. ２０, p. ７８–７９.
 ６）　H.ラシュドール．著　横尾壮英訳『大学の起源（上）』東洋館出版，１９７６年，３６１－３７０頁。
 ７）　G. Leff, Paris and Oxford Universities in the Thirteenth and Fourteenth Centuries, New York, １９６７. 

p. １６７.
・J. Verger, ‘L’exégèse, Parente Pauvre de la Théologie Scholastique ?’（dans J. Hamesse éd., ibid., p. 

中世パリ大学における学位制度と教育の課程 23



３４）
　　ヴェルジェは，パリでは，２５歳以前に，バカラリウスとして講読を始めることは禁じられていた
と述べている。その理由として，２５歳という年齢は，在俗聖職者にとって上級聖品を受ける年齢で
あったとの指摘もある。

 ８）　横尾壮英，前掲書，３１－３４頁。
 ９）　C. U. P., t. I, no. ７９, p. １３６–１３９.
１０）　J. Verger, ‘Nova et Vetera’ dans le vocabulaire des premiers statuts et privilège universitaire français, 

in O. Weijers（ed.） , Vocabulaire des écoles et des méthodes d’enseignement au moyen âge, Turnhout, 
１９９２, p. ２０２.
　ヴェルジェは，パリにおいて baccalarius という語は，１２３１年の初出であるが，おそらく１２２０年代
には，すでに現れていたとしている。

１１）　J. F. Niemeyer & C. Van de Kieft, Mediae Latinitatis Lexicon Minus, Leiden, ２００２, baccalariusの項。
・Olga Weijers, Terminologie des Universités au XIIIe siècle, Roma, １９８７, pp. １７３–１８０.

１２）　Monika Asztalos, The Faculty of Theology.（in: H. de Ridder-Symoens（ed.） , A History of the Univer-
sity in Europe, Cambridge, １９９２, pp. ４１９–４４１）
　中世大学における一般的教授法は，講義（lectio）及び討論（disputatio）によっていたが，神学部
においては説教（sermones）も重要な仕上げの教授手段であった。
・P. Glorieux, L’enseignement au moyen âge. Techniques et Méthodes en usage à la Faculté de 
Théologie de Paris au XIII e siècle,（dans Archives d’histoire doctorinale et littéraire du moyen âge, 
３５（１９６８） , p. ６５–１８６, specialement duexième partie）

１３）　P. Glorieux, L’année universitaire １３９２–１３９３, A Sorbonne à travers les notes d’un étudiant.（dans 
Revue des Scences Religieuses, １９３９, pp. ４２９–４８２）
・P. Gloriuex, Jean de Falisca, La formation d’un maître en Théologie au XIV e siecle.（dans Archives 
d’histoire doctorinale et littéraire du moyen age, ３３（１９６６） , p. ２３–１０４.）

１４）　P. Glorieux, L’enseignement, p. ９３.
１５）　Mineo Tanaka, La nation anglo-allemende de l’Université de Paris à la fin du Moyen Age, Paris, １９９０, 

p. １４５.
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日　　　　付フォリオ
（丁数）

*整理
番号

１３９２年９月１４日
           

～

　　　１０月９日
プリンキピウム

fol.１５
１６, １６v
１７, １７v

１

プリンキピウム
１３９３年１月１８日
１３９３年１月１９日

１８, １８v
１９

２

１３９３年３月４日　火曜日
プリンキピウム

１９, １９v
２０

３

１３９３年６月１２日　木曜日
プリンキピウム

２０, ２０v
２１, ２１v

４

１３９３年６月１３日　金曜日     ２１v
２２, ２２v

５

１３９３年６月１４日 ?     ２２v
２３, ２３v

６

     ２３v７

１３９３年３月１９日
ヴェスペリアエ ,アウリカ

２４, ２４v
２５

８

１３９３年３月２０日
ヴェスペリアエ，アウリカ

 ２５, ２５v９

     ２５v１０

     ２５v１１

１３９２年１０月１１日　金曜日２６
２７

１２

１３９２年１０月１２日　土曜日２７, ２７v
２８

１３

１３９２年１０月１４日　月曜日２８, ２８v１４

　　　１０月１５日     ２８v
２９

１５

　　　１０月１６日２９, ２９v
３０, ３０v
３１

１６

　　　１０月１７日３１
３２, ３２v

１７

日　　　　付フォリオ
（丁数）

整理
番号

　　　１０月１９日　土曜日     ３２v
３３, ３３v

１８

　　　１０月２１日　月曜日     ３３v
３４, ３４v

１９

　　　１０月２２日     ３４v
３５

２０

　　　１０月２３日３５, ３５v２１

　　　１０月２４日     ３５v
３６

２２

　　　１０月２５日３６, ３６v２３

１３９２年１０月２６日     ３６v
３７, ３７v
３８

２４

　　　１０月２９日　火曜日３８, ３８v２５

　　　１０月３０日     ３８v
３９, ３９v

２６

　　　１０月３１日     ３９v
４０

２７

　　　１１月４日　月曜日４０, ４０v
４１, ４１v

２８

　　　１１月５日     ４１v
４２, ４２v

２９

　　　１１月６日　水曜日     ４２v
４３, ４３v

３０

　　　１１月７日     ４３v
４４, ４４v

３１

　　　１１月８日
 （１１月１２日 火曜日 記す）

     ４４v
４５

３２

　　　１１月９日４５, ４５v
４６

３３

　　　１１月１２日　火曜日４６, ４６v３４

　　　１１月１３日     ４６v
４７, ４７v

３５

【資料－２】
□  Richard de Basoches の講義「報告（reportatio）」からみた『命題集』の講義日程
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　　　１１月１４日     ４７v
４８, ４８v
４９

３６

　　　１１月１５日４９, ４９v３７

　　　１１月１６日　土曜日     ４９v３８

　　　１１月１８日　月曜日５０３９

　　　１１月１９日　火曜日     ５０v
５１, ５１v

４０

　　　１１月２１日　水曜日     ５１v
５２

４１

１３９２年１１月１８日　月曜日
（１０数行記されているが線
を引いて消されている。内
容的に３９と重複している。）

５２４２

　　　１１月２１日　木曜日５２４３

　　　１１月２２日５２, ５２v４４

　　　１１月２５日　月曜日     ５２v
５３

４５

　　　１１月２６日 ?５３４６

　　　１１月２９日　金曜日５３, ５３v４７

１３９２年１２月２日　月曜日     ５３v
５４

４８

　　　１２月３日５４, ５４v４９

　　　１２月４日     ５４v
５５

５０

　　　１２月５日５５５１

　　　１２月７日　土曜日     ５５v
５６

５２

　　　１２月９日　月曜日５６, ５６v５３

　　　１２月１０日 ?５７, ５７v５４

　　　１２月１１日 ?     ５７v
５８

５５

　　　１２月１２日 ?５８, ５８v５６

　　　１２月１８日
ヴェスペリアエ，アウリカ

     ５８v
５９

５７

　　　１２月１９日　木曜日５９, ５９v５８

　　　１２月２１日　土曜日     ５９v
６０, ６０v

５９

　　　１２月２３日　月曜日     ６０v
６１, ６１v

６０

１３９２年１２月３０日　月曜日     ６１v
６２, ６２v

６１

１３９２年１２月３１日　火曜日     ６２v
６３, ６３v

６２

１３９３年１月４日　土曜日     ６３v
６４, ６４v

６３

　　　１月７日 ?     ６４v
６５

６４

１３９３年１月８日６５, ６５v６５

　　　１月９日     ６５v
６６

６６

　　　１月１５日　水曜日６６, ６６v６７

　　　１月１６日　木曜日６７６８

　　　１月１７日　金曜日６７, ６７v６９

　　　１月２０日　月曜日６７
６８

７０

　　　１月２１日６８, ６８v７１

　　　１月２２日     ６８v
６９, ６９v

７２

　　　１月２４日　金曜日     ６９v
７０

７３

　　　１月２７日　月曜日７０, ７０v７４

　　　１月２８日 ?     ７０v
７１

７５

　　　１月２９日 ?     ７１v
７２

７６

１３９３年２月１日　土曜日７２, ７２v
７３

７７

　　　２月３日　月曜日７３, ７３v７８

　　　２月４日     ７３v
７４, ７４v

７９

　　　２月５日 ?     ７４v
７５, ７５v

８０
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　　　２月８日　土曜日     ７５v
７６, ７６v

８１

　　　２月１０日　月曜日     ７６v
７７

８２

　　　２月１２日７７, ７７v
７８

８３

　　　２月１３日 ?７８, ７８v８４

１３９３年２月１８日　火曜日
          

     ７８v
７９, ７９v
８０

８５

　　　２月２０日　木曜日８０, ８０v
８１

８６

　　　２月２１日　金曜日８１, ８１v８７

　　　２月２５日     ８１v
８２

８８

　　　２月２６日 ?水曜日８２
８３, ８３v

８９

１３９３年３月１日　土曜日８３, ８３v
８４

９０

　　　３月３日　月曜日８４, ８４v
８５

９１

　　　３月５日 ?水曜日８５, ８５v９２

　　　３月８日　土曜日８６, ８６v９３

　　　３月１０日 ?月曜日     ８６v
８７, ８７v

９４

　　　３月１３日　木曜日     ８７v
８８

９５

　　　３月１５日　土曜日８８, ８８v
８９

９６

１３９３年３月２０日　木曜日
ヴェスペリアエ，アウリカ
（Philippe Parentのマギステ
ル位の公開討論会は３月１８
日，１９日に行われている。）

８９９７

　　　３月２２日　土曜日８９, ８９v
９０

９８

　　　３月２４日　月曜日９０, ９０v
９１

９９

　　　３月２６日　水曜日９１, ９１v
９２

１００

　　　３月２７日９２, ９２v
９３

１０１

　　　３月２８日９３, ９３v
９４, ９４v

１０２

　　　３月２９日     ９４v１０３

　　　３月３１日　月曜日     ９４v
９５, ９５v
９６

１０４

１３９３年４月１日　火曜日９６, ９６v
９７

１０５

　　　４月１１日　金曜日９７, ９７v
９８.９８v

１０６

　　　４月１２日     ９８v
９９, ９９v

１０７

　　　４月１４日     ９９v
１００, １００v
１０１

１０８

　　　４月１５日　火曜日１０１, １０１v１０９

　　　４月１６日　水曜日１０２, １０２v１１０

　　　４月１７日　木曜日     １０２v
１０３, １０３v

１１１

　　　４月１９日 ?土曜日     １０３v
１０４, １０４v

１１２

　　　４月２３日　水曜日     １０４v
１０５, １０５v

１１３

　　　４月２４日　木曜日     １０５v
１０６, １０６v

１１４

　　　４月２８日 ?月曜日     １０６v
１０７, １０７v
１０８

１１５

　　　４月２９日１０８, １０８v１１６

　　　４月３０日　水曜日１０９, １０９v１１７

１３９３年５月２日　金曜日     １０９v
１１０

１１８

　　　５月５日　月曜日１１０, １１０v
１１１

１１９
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　　　５月７日１１１, １１１v
１１２

１２０

　　　５月１０日 ?     １１２v
１１３

１２１

　　　５月１２日　月曜日１１３, １１３v
１１４

１２２

　　　５月１３日　火曜日１１４, １１４v
１１５

１２３

　　　５月１４日　水曜日１１５, １１５v１２４

　　　５月１６日 ?     １１５v
１１６, １１６v

１２５

 　　　５月１７日 ?     １１６v
１１７, １１７v

１２６

　　　５月２０日 ?１１８, １１８v
１１９

１２７

　　　５月２１日 ?１１９, １１９v１２８

　　　５月２２日 ?     １１９v
１２０, １２０v

１２９

　　　５月２３日 ?     １２０v
１２１

１３０

　　　５月３１日　土曜日１２１, １２１v
１２２

１３１

１３９３年６月２日 ?１２２, １２２v１３２

　　　６月３日     １２２v
１２３

１３３

　　　６月４日 ?     １２３v
１２４

１３４

　　　６月６日 ?     １２４v
１２５

１３５

　　　６月７日     １２５v
１２６

１３６

　　　６月１３日　金曜日１２６, １２６v１３７

　　　６月１４日　土曜日     １２６v１３８

　　　６月１６日 ?月曜日     １２６v
１２７, １２７v

１３９

　　　６月１７日 ?     １２７v
１２８, １２８v

１４０

　　　６月１８日 ?     １２８v
１２９, １２９v

１４１

　　　６月１９日 ?     １２９v
１３０, １３０v

１４２

　　　６月２０日 ?     １３０v
１３１, １３１v

１４３

　　　６月２８日 ?土曜日１３２
１３２, １３２v

１４４

１３９３年６月３０日月曜日１３３
１３３

１４５

１３４, １３４v
     １３４v

１４６

注記：*は P. Glorieuxの付した整理番号を示す。
cf. P. Glorieux, L’année universitaire １３９２–１３９３ 

à la Sorbonne à travers les notes d’un 
étudiant.

dans  Revue des Sciences Religieuses, １９３９, 
pp. ４２９–４８２.

NB.　v. は写本の versoを，その他は rectoを示す。
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fol. 17 verso の下から２行目に記録者Richardus de Basochiesの
名が記されている。


